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概要
近年の固有表現抽出 (Named Entity Recognition;

NER)の発展は，BERTや DeBERTaなどの事前学習
済み言語モデル (Pretrained Language Models; PLMs)
の発展に支えられている．しかし，Deep Neural
Networks (DNNs)および PLMsは予測の不確実性や
確信度をしばしば正しく推定できない傾向にあるこ
とがわかっている．この問題により，医療や金融な
どの高い確信度での予測の誤りが致命的となる領域
では DNNsおよび PLMsの適用が制限される．既存
アプローチとして，複数回の確率的推論から予測の
不確実性を求める方法があるものの，計算コストが
高い．
そこで，本研究ではデータ拡張に着目する．デー

タ拡張によって生成された多様なデータを訓練デー
タ集合に追加したうえでモデルを学習することで，
モデルが入力に対してロバストになるため，不確実
性推定の改善につながることが期待される．さら
に，データ拡張は訓練時間は増やすものの，モデル
構造や推論過程を変えるわけではないため，推論時
間の増加は起こらない．本研究では，図 1に示すよ
うな，4つのトークン置換およびエンティティ置換
に基づく NERのデータ拡張手法が不確実性推定性
能に与える影響を，ジャンル横断および言語横断の
設定の双方から網羅的に調査した．
実験結果から主に以下の知見が得られた．第一

に，NERにおけるいくつかのデータ拡張は，ドメイ
ン内設定1）では一貫して不確実性推定性能の改善に
つながることが判明した．一方で，ドメイン外にお

1） 本研究では訓練データとテストデータの性質 (ジャンルお
よび言語)が同じであることをドメイン内，異なることをド
メイン外として扱っている．
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(a) Label-wise Token Replacement (LwTR), Mention Replacement
(MR), Synonym Replacement (SR)の概要図 [1]．

(b) Masked Entity Language Modeling (MELM)の概要図 [2]．
図 1: 本研究で用いるデータ拡張手法．

ける不確実性推定性能の改善は限定的であることも
わかった．第二に，データ拡張によって生成された
文のパープレキシティが低いほど，データ拡張サイ
ズを増やすと不確実性推定性能は改善される傾向に
あることが判明した．
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